
 
 

 
■ HRD FINE ART 展覧会開催のご案内 ■ 

 
 
 
ザムザ2018 ～ 虫によせて 
伊賀美和子＋荻野夕奈＋藤井健仁＋冬耳＋辻元美穂＋西端みずほ 
 
 
会 場： HRDファインアート（京都市上京区上御霊竪町494-1） 
会 期： 2018年 11月10日（土）～ 12月29日（土） 
時 間： 11:00～18:00 

会期中 金曜日・土曜日のみオープン（日～木曜日も事前アポイントでご覧いただけます） 
 
 
【展覧会概要】 
 HRD ファインアートでは、ホン・ジョンピョ個展「The Matter of Concern to Me」との同時開催
として、グループ展「ザムザ 2018 ～ 虫によせて」を 11 月 10 日から開催します。本展は「虫」
をテーマとした小品を展覧するグループ展で、出品作家は伊賀美和子、荻野夕奈、藤井健仁、冬耳、
辻元美穂、西端みずほの 6名です。 
 秋の鳴く虫、美しい蝶、子供たちに人気の甲虫類、そして身のまわりの様々な害虫まで、虫は人
間の生活の最も近くにある生物だと言えるかもしれません。しかしながら、虫の生態や進化の歴史
にはいまだに多くの謎が残されているとも言われており、人間（哺乳類）とは全く異なる姿かたち
や生態をしていること、意思疎通が全くできないことなど、人間からは大きくかけ離れた生物でも
あります。 
 私たち人間にとっては完全に異質な存在、すなわち圧倒的な「他者」である「虫」。だからこそ、
フランツ・カフカはその小説『変身』の中で、不条理性を象徴するものとして、主人公グレゴール・
ザムザを「毒虫」に変身させたのでしょう。 
 本展は、立体から絵画、写真まで、幅広いメディアで、また様々な視点・思考から「虫」を捉え
た作品を通じて、身近でありながら謎めいて美しいその存在に改めて光を当てるとともに、「生命と
は？」「人間とは？」という根源的な問いを投げかけることをも企図した展覧会となります。虫嫌い
の人も、虫好きの人も、ぜひご覧ください。 
 
 
 
 お問い合わせ：HRD FINE ART（エイチアールディー・ファインアート） 
 住所：  〒602-0896 京都市上京区上御霊竪町494-1 
 電話：  090-9015-6087（担当：原田） 
 ウェブ： http://www.hrdfineart.com 
 Eメール：info@hrdfineart.com 
 
  



 
 

【展示作品】（一部は参考作品） 
 

 
伊賀美和子 
Butterfly （Blue） 
C プリント 20x30cm 
 

 

荻野夕奈 
p-291016_2 
油彩／キャンバス 18.2x22cm 2016 年 
 
 



 
 

 

 

藤井健仁 
New Bugnification 
鉄 11.5x18.8x22.9cm 2010 年 
 

 
冬耳 
kiss, kiss, kiss me! 
アクリル／キャンバス 130.3x162cm 2015 年 
  



 
 

【作家略歴①】 
 
伊賀 美和子 
Miwako IGA 
 
1966 東京生まれ 
現在、東京在住 
 
主な個展 
2000 「A STORM IN THE LIFE ―台風一家―」セゾンアートプログラムギャラリー（東京） 
2003 「テンペスト・イン・ティーポット」小出由紀子事務所（東京） 
2007 「Madame Cucumber」ベイスギャラリー（東京） 

「Madame Cucumber」イヒョン・ソウル・ギャラリー（ソウル） 
2010 「悲しき玩具 ～ The Open Secret」ベイスギャラリー（東京） 
2015 「THAT‘S NOT ENOUGH.」ベイスギャラリー（東京） 
 
主なグループ展 
1999-2000「写真新世紀展」P3（東京）／京都造形芸術大学ギャラリーRAKU（京都） 
2000 「フィリップモリスアートアワード」恵比寿ガーデンホール（東京） 
2003 「Futuring Power」東京都写真美術館（東京）／せんだいメディアテーク（仙台）／ 

 京都造形芸術大学ギャラリーRAKU（京都）  
「女の遊戯」z platz（福岡） 

2004 「プリティー？」小出由紀子事務所（東京） 
2012 「PhotoEspaña 2012」マドリッド（スペイン） 

「Asia Serendipity」 マラガ／バリャドリッド（スペイン） 
2013 「Summer Show」Poetic Scape（東京） 
 
受賞 
1999 「写真新世紀」優秀賞 
 
  



 
 

【作家略歴②】 
 
荻野 夕奈 
Yuna OGINO 
 
1982 東京生まれ 
2005 東京藝術大学美術学部絵画科油画専攻卒業 
2007 東京藝術大学大学院美術研究科修了 
現在、東京在住 
 
主な個展 
2003  Gallery + Cafe 加羅舎（東京）（2006 も） 
2005  Gallery GO（東京） 
2008 聖路加画廊（東京） 

「作品展」カフェフランジパーニ（東京） 
2009 「小品展」聖路加画廊（東京） 

「ガーデン」耕心館（東京） 
「小さな庭にあるもの」Gallery ADO（熊本） 

2010 「俯瞰の地」GALLERY エクリュの森（三島） 
2011 「PHENOMENA」耕心館（東京） 
2012 enyen（東京） 

「深層」GALLERY エクリュの森（三島） 
2013  祐天寺カフェ 
2014 「Butterfly」Vieill Bakery Cafe&Gallery（東京） 

「揺らぐものたちとある庭」青山スパイラルガーデン（東京） 
2015 「作品展」CHI CHI CAFE（東京） 
2016 Ta CRAFT.GALLERY（東京） 
2017 「いきもののいえ」RR - COFFEE TEA BEER BOOKS（東京） 
 
主なグループ展 
2002  「CAFE in Mito」水戸芸術館（茨城） 
2003 「多次元ポケット」上野ブレイクステーションギャラリー（東京） 
2004 「social monologue」目黒区美術館（東京） 
     「動く絵」Gallery GO（東京） 
2005  「MARUNOUCHI Flows」丸の内カフェ（東京） 
     「ちずあと － ワセダ・ゲーダイ図法」台東デザイナービレッジ（東京） 
2006 「Happiness Stone House」越後妻有トリエンナーレ（新潟） 

「Inter Image」クイーンズランド・カレッジ・オブ・アート（クイーンズランド） 
 ／東京藝術大学（東京） 

2007   みなかみ町カルチャーセンター（群馬） 
2008 「Blue Dot Asia」ソウルアーツセンター（ソウル） 

「桐生再演 14」（群馬） 



 
 

2010 「絵画思考 2011」芸大アートプラザ（東京） 
     「三越 × 藝大」日本橋三越（東京）（2012 も） 

「サマーショー」日本橋高島屋（東京）（2012 も） 
2012 「Female Times」 渋谷文化村 BOX ギャラリー（東京）（2013、14 も） 
2014 「デビュー」藤井画廊（東京） 
2015 「Conversations」青山スパイラルガーデン（東京）（2016 も） 
2017 「FLOATING」HRD ファインアート（京都） 
2018 「第 18 回アジアン・アート・ビエンナーレ・バングラデシュ」（ダッカ） 
 
主な受賞 
2013  「TOKYO DESIGNERS WEEK コマニーアートアワード」グランプリ 
 
 
  



 
 

【作家略歴③】 
 
藤井 健仁 
Takehito FUJII 
 
1967 名古屋生まれ 
1990 日本大学芸術学部卒業 
    
主な個展 
1992 愛宕山画廊（東京） 
1996 「小品展」Gean art speace（埼玉） 
2001 「Exculpture」Gallery APA（名古屋） 

 アートコレクション中野（名古屋） 
2002 「Exculpture」Gallery APA（名古屋） 

「Exculpture」PORT des ART（東京） 
2003 「New Personification」ストライプハウスギャラリー（東京） 
2004 「彫刻刑 鉄面皮」ストライプハウスギャラリー（東京） 
2005 「New Personification Vol.2 PSEUDO METAL BOSSA」ストライプハウスギャラリー 

（東京） 
2007 「New Personification Vol.3 人形の融点」ストライプハウスギャラリー（東京） 
2008 「鉄面皮 Extended」ストライプハウスギャラリー（東京） 
2009 「Double Irony」Gallery M contemporary art（愛知・日進） 
2012 「New Personification Vol.4 私たちのどこまでが鉄ではないのか」unseal contemporary 

（東京） 
2016 「New Personification Vol.5 GIRLSLIFESMITH」日本橋高島屋美術画廊 X（東京） 
 「New Personification 鋼鉄のグランギニョール」YOD Gallery（大阪） 
2017 「STILL LIFE」LAD Gallery（名古屋） 
2018 「私たちのどこまでが鉄でないのか インテグラル」京都場（京都） 
 
主なグループ展 
1998 「WORK'S 98」横浜市民ギャラリー（横浜）（1999、2000 も） 
1999 「新世紀人形展」ストライプハウス美術館（東京） 
2002 「KOREA MASS/JAPANESE FIGURE」MOKAM MUSEUM（ゴヤン） 
2004 「第 7 回岡本太郎記念現代芸術大賞展、川崎市岡本太郎美術館（川崎） 
2005 「第 8 回岡本太郎記念現代芸術大賞展」川崎市岡本太郎美術館（川崎） 
2007 「City_net Asia 2007」ソウル市立美術館（ソウル） 
2011 「激凸展」unseal contemporary（東京） 
2013 「SUMMER SHOW 2013」日本橋高島屋美術画廊 X／新宿高島屋美術画廊（東京） 
 「溶ける魚 つづきの現実」京都精華大学ギャラリーフロール／Gallery PARC（京都） 
2014 「TARO 賞の作家Ⅱ」川崎市岡本太郎美術館（川崎） 
2015 「像形人間」みうらじろうギャラリー（東京） 
 「現在幽霊画展」TAV GALLERY（東京） 



 
 

 
主な受賞 
1990 「日本大学芸術学部卒業制作展」学部賞 
1999 「新世紀人形展」日向あき子賞 
2005 「第 8 回岡本太郎記念現代芸術大賞展」準大賞 
2008 「平成 19 年度 愛知県芸術文化選奨」新人賞 
 
 
  



 
 

【作家略歴④】 
 
冬耳 
FUYUJI 
 
1976 京都生まれ 
2001 大阪美術専門学校美術工芸学科絵画専攻卒業 
 
主な個展 
2002 「natural diary」CASO（大阪） 
2003 「clear scene」トアギャラリー（神戸） 
 ギャラリー白 3（大阪）（2008 も） 
2004 「in a flash」ギャラリーそわか（京都） 
 ギャラリー白（大阪）（2009 も） 
 「やわらかい膜につつまれて」Gallery Den（大阪） 
2005 「untitled」元麻布ギャラリー（東京） 
2006 「遊泳 in the air」ギャラリー白＆白 3（大阪） 
2007 gallery neutron（京都）（2009 も） 
2008 「ふゆゆゆゆゆゆゆめうつつ」Fine mansion gallery deem（神戸） 
2009 neutron-tokyo（東京）（2011 も） 
2010 「the world dripping after dreams」2kw58 gallery（大阪） 
2013 「回転」ギャラリーあしやシューレ（芦屋） 
2014 「ミドリの光、アイイロの森」gallery near（京都） 
2015 「from depth」2kw gallery（大阪） 
2016 「ドアを開けてよ」AIR 南山城村（京都・南山城村） 
2018 「物語は風になる」Gallery OUT of PLACE（奈良） 
 
主なグループ展 
2001  「PEP ART ―未完成な感声―」Gallery Den（大阪） 
2003  「Kunst Kraft Klub」ギャラリー白&白 3（大阪）（2005、06、07、08 も） 
2004  「絵画を見る」ギャラリー白 3（大阪）（2005、06 も） 
2006  「15 少年漂流記」大阪府立現代美術センター（大阪） 

「gallerism 2006 ―現場だ！―」大阪府立現代美術センター（大阪） 
2007  「架空通信 百花繚乱展」兵庫県立美術館（兵庫） 
2009  「星に願いを」neutron-tokyo（東京） 

「It’s a small world」neutron-kyoto（京都） 
2010  「富士山展」neutron-tokyo（東京） 

「JAMIN - 2」Esprit Nouveau Gallery（岡山） 
2011 「VISUAL SENSATION vol.4」Gallery Den mym（京都・南山城村） 
          「VOCA 展 2011」上野の森美術館（東京） 
     「2kw 変電所計画 series-1」2kw & 2kw58 gallery（大阪） 
2012 「Somewhere in Nowhere ～どこでもないどこか～」neutron-tokyo（東京） 



 
 

「高尾小フェス」旧高尾小学校（京都）（2013、15 も） 
「MAX PAINTING」ギャラリー白&白 3（大阪）（2013 も） 

2013 「《ワタシ》と《セカイ》 現代の絵画と映像 ～ 視覚表現の旗手たち ～」阪急うめだ 
本店（大阪） 

2014 「TAKE OUT ART!」gallery near（京都） 
「GOLDEN COMPETITION 2014」ART COURT Gallery（大阪） 

2015 「liquid section」2kw gallery（大阪） 
2016 「公州国際芸術祭」Limlip Art Museum（韓国・コンジュ） 

「11+29 BISEN 創立 35 周年記念・教員＋卒業生作品展」大阪美術専門学校（大阪） 
「寺島みどり・冬耳 二人展 ～ ヤミ」HRD ファインアート（京都） 

2017 「学園前アートフェスタ 2017 －メメント・森－」淺沼記念館（奈良） 
「Asia Contemporary Art Show Fall 2017 Edition」Conrad Hong Kong（香港） 
「Big Sensation」Gallery Den mym（京都・南山城村） 

 
  



 
 

【作家略歴⑤】 
 
辻元 美穂 
Miho TSUJIMOTO 
 
1994 大阪生まれ 
2017  大阪教育大学芸術専攻美術コース卒業 
現在、大阪在住 
 
主な個展 
2017 「はるのまにまに」はるるんフェスタ（大阪・柏原） 

「今日、そこに生える」gallery sage（大阪） 
2018 「明るいほうへダイブする」MU東心斎橋画廊（大阪） 
 
主なグループ展 
2016 「222 ～22 さいの 2人展～」gallery sage（大阪） 
2017 「CASO 気鋭展」海岸通ギャラリー・CASO（大阪） 
 
 
 
  



 
 

【作家略歴⑥】 
 
西端 みずほ 
Mizuho NISHIBATA 
 
1994 大阪生まれ 
2017  大阪教育大学芸術専攻美術コース卒業 
現在、大阪在住 
 
主な個展 
2018 「それは ずっとずっと むかしのような」MU東心斎橋画廊（大阪） 
 
主なグループ展 
2016 「柏原ビエンナーレ」（大阪・柏原） 
2017 「CASO 気鋭展」海岸通ギャラリー・CASO（大阪） 
 
 


